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第 12回（2019.1.17） 

協同組合とは何か・協同組合の取り組み 

「生協が行う SDGsの取り組みについて」 

安 部 芳 晴（山形県生活協同組合連合会 専務理事） 

今日は、生活協同組合が行う SDGs について皆さんにお話しします。 

最初に SDGs とは 

  SDGs は、2015 年、国連サミットで決めた、世界を変えるための 17 の目標の略称です。期間は 2016～2030
年までです。スライドをみてください。17 個のアイコンが、SDGs の 17 項目を表しています。世界中の色々

な問題を 17 の項目に分けて、2030 年までに達成を目指しています。具体的には、例えば貧困無くすを表すア

イコンは５番目です。エネルギーの問題、資源の問題であれば 7 番。10 番目は、人や国の不平等をなくそう、

生産者責任、12 番のつくる責任つかう責任、13 番目は気候変動の対策。14 番は海や陸の豊かさを守ろう、16
番目に平和と公正をすべての人に等です。今、これらの目標に沿って生活協同組合だけではなく、世界中の企

業が SDGs の目標達成のために取り組んでいます。私の襟のバッジは SDGs のバッジです。 

生協で使う言葉 
生協が行うSDGsの具体的な取り組みを紹介します。その前に生協の独特の言葉を説明させていただきます。

県内の生協は、お店（スーパーマーケット）を持っている所もあれば、お店を持たない所もあります。生協は、

このお店という言葉は日常的には使いません。くらしのセンターまたは組合員のセンターと言います。くらし

のセンターは商品の販売だけでなく、組合員が集まってきて会議の開催や、文化的な交流、あるいは若いお母

さんたちが集まってセンター2 階ホールで子育てを学ぶ活動なども行われます。そのためくらしのセンターと

いう言い方をします。売上という言葉も生協は使いません。売上高のことは供給高と言います。利益という言

葉は、生協は利益を求める団体でないので、剰余という言い方を致します。前後しますが、お客様ではなくて、

生協に出資して利用していただける『組合員さん』と言います。共同購入という言葉も出てきますが、組合員

さんが複数人で班を作って、商品を購入するような形態です。個配、もしくは宅配。組合員さん個人の所に、

注文いただいた商品を届ける利用形態のことを言います。 

住み続けられるまちづくり 

  東日本大震災の生産者と消費者が手を組んで商品開発した、「古今東北」を紹介します。東北の生産物を利用

して商品化し、生協のお店又は宅配で提供する商品のブランドです。これも SDGｓの「住み続けられる街づく

り」や、パートナーシップの取り組みです。 

生協と再生エネルギー 

 生協は、2017 年から電気の小売事業を行なっています。その電気は生協が建設した発電所の電力や太陽光発

電の電力を東北電力や東京電力に売却、その電力を電力会社の送電設備を使用し組合員に提供します。 

生協が行う貧困と格差への支援 

 「格差と貧困拡大の中で、支援する取り組み」を行っています。子どもの貧困の問題は、いろんな要因があ

り、一気に解決は困難です。生協は支援の一環で、「子ども食堂」の運営を始めました。現在山形県内には、生

協の他 20 の団体が「子ども食堂」を運営しています。夕食を月１回、食事がお母さんと一緒に取れない、お

母さんが働きに行って自分一人で食べる子どもや、一人暮らしをしている高齢者に提供しています。また、フ

ードバンクは、一般の家庭で消費しきれない保存食品を提供してもらい、地域の社会福祉協議会を通じて必要

とする家庭に食品を分配します。フードドライブは、生協の暮らしのセンターで買った食品をその場で提供し

てもらい、必要な方々に分配します。去年の 12 月から山形の生活協同組合共立社で始めました。 
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生協が行うユニセフ活動 

 生協は、世界の子どもたちの貧困や飢餓根絶、質の良い教育の SDGs の目標達成のため、ユニセフ、国際

児童基金への募金活動に取り組んでいます。世界の中には、生活用の水を、家から遠く離れた水源まで汲みに

いくため、学校に行けない子どもを減らすための運動です。運動は、募金でお金を集めて、それらの地域に井

戸を掘って、水汲みの労を少しでも減らす取り組みとして行われています。東北の生協は、95 年にはインド、

2005 年よりネパール、2014 年からは東ティモールに募金を贈っています。募金は、街頭募金、あるいは、生

協のセンターに買い物に来る方にレジで募金してもらう、また、宅配の申し込み用紙に募金という項目設けて

募金をしてもらいます。 

 生協が行う高齢者支援 

 ①移動店舗 
高齢者支援の一つ、移動店舗（せいきょう便）です。これは生活協同組合共立社が現在４台のトラックで

13 市町村を週 1 回巡回しております。2016 年のデータで利用者が 3,658 人、月 525 万円の利用。   
②御用聞き 
くらしのセンターの近くに居住する高齢者から必要な物を電話で注文いただいて届ける。 

③安否メール 
商品等の配達の時に、高齢者が元気かどう確認し、その方のご親族に安否メールサービス実施しています。 

④夕食宅配 
「コープくらしたすけあいの会」を組織し、一人暮らしの高齢者のために掃除や庭仕事、除雪等を組合員

同士が助け合って行っています。 
 ⑤老後のための住まいの提供 

山形県生協連に加入している高齢者福祉生協、酒田健康生協、医療生協やまがた、生活クラブやまがた 
有料老人ホームとか介護療養型老健施設、運営しています。 

生協が行う子育て支援 

   子どもに料理を教える、キッチンシリーズの取り組み（庄内浜で地引網を行い獲れた魚を料理する体験 
や絵本を読んで、出てきたお菓子を作る体験等）、若いお母さん方が子育てについて学ぶ、ボランティアが子 
どもに宿題を教える、組合員が講師となって行う書道教室、おもちゃ病院の運営等を行っています。 

生協とそれ以外の団体と共同で行ういつまでも住み続けられるまちづくり  

  ①各団体との共同事業 
置賜地方では、置賜自給圏推進機構、置賜の３市、米沢、長井、南陽、それから５町、小国、飯豊、白鷹、 

高畠、川西町で食品とエネルギーと介護医療について自給する構想実現にむけて取り組まれています。庄内

地方では、各団体と生協が庄内まちづくり協同組合「虹」が、老人施設「こころ」の高齢者の生活を支援す

るという取り組みがなされています。 
 ②災害時の支援 

自治体と生協が災害協定を締結し、災害時に食品や生活物資を提供します。加えて、災害時募金活動を呼 
び掛けています。 
③地域見守り 
生協の配達トラックが地域を走る機会を利用し、地域の子どもや高齢者の見守りをする。 

 ④高齢者のたまり場運営 
一人暮らしをしている方は、なかなか人と話す機会がないので、一緒に集って交流するための場所の提供

や運営する取り組みを行っています。 
 ⑤墓地の運営 

生活協同組合共立社が庄内地域に共同墓地、「協同の苑」を持って運営しています。 
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生協が行う平和のための運動 
SDGs の 16 番目、平和と公正をすべての人に、生協はずっと平和の取り組み行っています。ヒロシマ平和 

行動、沖縄戦跡めぐりに、組合員が実際に行って参加し学びます。平和でなければ生協は成り立たないとの教 
訓から戦後一貫して続けてきた取り組みです。  

生協の今後の課題 
①非常に格差とか貧困の問題、地域格差 
競争が行き過ぎたことによる原因で格差が生れています。その対極を成すのが生活協同組合、あるいは協 
同組合です。助け合って、あるいは行政や地域のいろんな団体と協力しながら、地域づくりの活動をすすめ

る。 
②事業運営を継続するための経営 
くらしのセンター運営や宅配等、支援をする活動を含め事業的に黒字で運営することを目指す。 

③生協で働く次世代確保のため 
若い方々に協同のすばらしさを知らせ、実感してもらって、生協や他の協同組合に就職先として選ばれる 

取り組み。                              
以上 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowPSXObjects true
  /AllowTransparency false
  /AlwaysEmbed [
    true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /AntiAliasGrayImages false
  /AntiAliasMonoImages false
  /AutoFilterColorImages true
  /AutoFilterGrayImages true
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /ColorACSImageDict <<
    /HSamples [
      2
      1
      1
      2
    ]
    /QFactor 1.30000
    /VSamples [
      2
      1
      1
      2
    ]
  >>
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDict <<
    /HSamples [
      2
      1
      1
      2
    ]
    /QFactor 1.30000
    /VSamples [
      2
      1
      1
      2
    ]
  >>
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /ColorImageResolution 100
  /ColorSettingsFile ()
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /CropColorImages false
  /CropGrayImages false
  /CropMonoImages false
  /DSCReportingLevel 0
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.10000
  /DoThumbnails false
  /DownsampleColorImages true
  /DownsampleGrayImages true
  /DownsampleMonoImages true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /EmbedOpenType false
  /EmitDSCWarnings false
  /EncodeColorImages true
  /EncodeGrayImages true
  /EncodeMonoImages true
  /EndPage -1
  /GrayACSImageDict <<
    /HSamples [
      2
      1
      1
      2
    ]
    /QFactor 1.30000
    /VSamples [
      2
      1
      1
      2
    ]
  >>
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDict <<
    /HSamples [
      2
      1
      1
      2
    ]
    /QFactor 1.30000
    /VSamples [
      2
      1
      1
      2
    ]
  >>
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /GrayImageResolution 150
  /ImageMemory 1048576
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /Quality 10
    /TileHeight 256
    /TileWidth 256
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /Quality 10
    /TileHeight 256
    /TileWidth 256
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /Quality 10
    /TileHeight 256
    /TileWidth 256
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /Quality 10
    /TileHeight 256
    /TileWidth 256
  >>
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /MonoImageResolution 300
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /NeverEmbed [
    true
  ]
  /OPM 1
  /Optimize true
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.28346
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0
    0
    0
    0
  ]
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXTrapped /False
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0
    0
    0
    0
  ]
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /PassThroughJPEGImages false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


